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Hdac8が欠損するとコヒーシンのリサイクルができず、機能不全に陥る

転写、分配機能の遂行不全

ゲノムへの結合 アセチル化 ゲノムからの除去
（Rad21の切断）

切断されたコヒーシンは安定に結合出来ない

使用済みコヒーシンプール
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